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「きたあきた権利あんしんセンター
  を立ち上げました！」
写真提供：（福）北秋田市社会福祉協議会

（詳しくはP3へ）特集
P2 権利擁護支援体制の構築に向けた取組
P4 災害発生時の協力体制の強化に向けて
P5 介護職ってスッゴイ魅力的！
皆様の善意

P8 賛助会員の皆様をご紹介します

P6“職場紹介リレー”白沢通園センター（大館市）
会員を募集しています



権
利
擁
護
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
組

特
集

国
の
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本

計
画
で
は
、
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
達

成
す
べ
き
成
果
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の
一

つ
に
、
全
市
区
町
村
に
お
け
る
権
利
擁

護
支
援
の
体
制
整
備
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

本
会
で
は
、
今
年
度
も
「
権
利
擁
護

支
援
の
体
制
構
築
モ
デ
ル
事
業
」
や
「
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
事
業
」（
以
下

「
利
用
促
進
事
業
」
と
い
う
。）
の
実
施

に
よ
り
、
市
町
村
に
お
け
る
成
年
後
見

制
度
の
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
権
利

擁
護
支
援
体
制
の
整
備
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
モ
デ
ル
事
業
で
は
、

今
年
度
、
北
秋
田
市
社
協
と
藤
里
町
社

協
を
モ
デ
ル
社
協
に
指
定
し
、
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
法
人
後
見
の
実

施
体
制
の
整
備
に
向
け
た
取
組
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
北
秋
田
市
社
協
で
は
、

令
和
３
年
12
月
10
日
に
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
と
法
人
後
見
事
業
を
一
体
的

に
行
う
「
き
た
あ
き
た
権
利
あ
ん
し
ん

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
北
秋
田
市
に

お
け
る
権
利
擁
護
支
援
体
制
の
構
築
を

図
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介

県
か
ら
受
託
し
た
利
用
促
進
事
業
で

は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
務
研
修
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
県
域
及
び
６
地
域
で

の
連
携
支
援
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
の
巡
回
支
援
で
は
、

令
和
３
年
６
月
に
県
が
実
施
し
た
「
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
に
関
す
る
状
況

調
査
」
に
中
核
機
関
の
設
置
予
定
年
度

を
未
定
と
回
答
し
た
９
市
町
村
を
訪
問

し
、
中
核
機
関
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る

役
割
・
機
能
の
現
状
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
市
町
村
が
抱
え
て
い
る
課
題
等

の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

訪
問
先
の
市
町
村
で
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
高
齢
福
祉
・
障
害
福

祉
担
当
者
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
日

常
生
活
自
立
支
援
事
業
担
当
者
が
出
席

し
、
県
と
本
会
の
担
当
者
の
ほ
か
秋
田

家
庭
裁
判
所
（
本
庁
・
支
部
）
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

◇
相
談
支
援
の
状
況

多
く
の
市
町
村
が
権
利
擁
護
支
援
の

た
め
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
こ
と

や
、
市
町
村
長
申
立
て
に
つ
い
て
実
施

済
み
又
は
相
談
・
手
続
き
中
と
い
っ
た

実
態
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

中
核
機
関
と
し
て
最
低
限
必
要
と
さ

れ
る
相
談
・
広
報
機
能
を
既
に
果
た
し
て

い
る
市
町
村
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
核
機

関
設
置
に
向
け
て
庁
内
関
係
部
局
や
社
協

等
と
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇
体
制
整
備
の
課
題

一
方
で
、
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

特
に
人
口
規
模
が
小
さ
い
町
村
で

は
、
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
人
員
や

予
算
が
脆
弱
で
あ
り
、
後
見
人
の
担
い

手
と
な
る
専
門
職
の
確
保
も
難
し
い
状

況
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
民
後
見
人
の
養
成
や

法
人
後
見
の
実
施
が
期
待
さ
れ
る
も
の

の
、
町
村
単
独
で
の
市
民
後
見
人
の

養
成
や
、
専
門
知
識
を
有
す
る
職
員
の

社
協
へ
の
配
置
が
難
し
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
小
規
模
町
村
に
よ
る
取
組
に
は
限

界
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◇
広
域
連
携
体
制
の
必
要
性
と
課
題

そ
こ
で
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

近
隣
市
町
村
と
の
連
携
に
よ
る
広
域
で

の
体
制
整
備
を
検
討
す
る
た
め
、
地
域

連
携
支
援
会
議
に
お
い
て
広
域
連
携
の

可
能
性
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
市
民
後
見
人
の
養
成
や

困
難
ケ
ー
ス
の
検
討
会
開
催
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
広
域
連
携
に

よ
る
体
制
整
備
の
必
要
性
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

一
方
で
、
ど
の
市
町
村
が
主
導
す
る

の
か
、
そ
の
場
合
の
事
務
や
経
費
負
担

な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

 

令
和
４
年
度
は
、
巡
回
支
援
の
機
会

を
利
用
し
て
行
政
と
社
協
の
協
議
の
場

を
設
定
す
る
な
ど
、
市
町
村
の
体
制
整

備
に
向
け
た
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
か

ら
成
年
後
見
制
度
へ
的
確
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
移
行
す
る
た
め
の
基
準
や
実
務
を

整
理
す
る
と
と
も
に
、
社
協
に
お
け
る

法
人
後
見
の
実
施
に
向
け
て
、
モ
デ
ル

事
業
や
利
用
促
進
事
業
に
よ
り
市
町
村

及
び
市
町
村
社
協
の
取
組
を
支
援
し
ま

す
。本

会
で
は
、
こ
う
し
た
事
業
を
継
続

し
、
県
や
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
、
本
県
に
お
い
て
成
年
後
見
制

度
が
利
用
し
や
す
い
体
制
が
整
備
さ
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
の
取
組

体
制
整
備
促
進
に
向
け
た
取
組 

令
和
４
年
度
の
取
組
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き
た
あ
き
た

　
 

権
利
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
法
人 

北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

センター設立準備委員会

福祉専門職とのグループ演習

後見申立セミナー

「
令
和
３
年
度
権
利
擁
護
支
援
の
体

制
構
築
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定
を
契
機

に
令
和
３
年
12
月
10
日
、「
き
た
あ
き
た

権
利
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
①
権
利
擁
護
相

談
・
啓
発
活
動
、
②
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
（
以
下
「
日
自
」
と
い
う
。）、

③
法
人
後
見
事
業
の
３
つ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
以
下
「
社
協
」
と
い
う
。）
と
し
て

は
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
４

番
目
、
法
人
後
見
事
業
の
実
施
は
５
番

目
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
開
設
の
き
っ
か
け
は
、
地

域
に
お
け
る
後
見
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
対

応
す
る
受
け
皿
と
し
て
、
法
人
後
見
事

業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
こ
と
で
す
。

認
知
症
高
齢
者
の
多
く
は
、
時
間
の

経
過
に
伴
い
判
断
力
が
低
下
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
の
地
域
で
も
成
年
後
見

制
度
を
利
用
し
や
す
い
体
制
の
整
備
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

本
会
に
お
け
る
日
自

の
利
用
者
に
も
、
後
見

制
度
に
つ
な
ぐ
必
要
が

あ
る
方
が
増
え
て
き
ま

し
た
が
、
受
け
皿
が
な

い
た
め
に
後
見
制
度
の

利
用
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
場
面
は
他
の

地
域
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。全

国
に
は
判
断
能
力
に
リ
ス
ク
が
あ

る
方
は
、
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障

害
者
、
精
神
障
害
者
を
合
わ
せ
て
約

一
千
万
人
※
１
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
後
見
制
度
を
活
用
し
て

い
る
方
は
23
万
人
※
２
と
２
％
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
統
計
も
あ
り
ま
す
。
次
期
成

年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
（
以

下
「
計
画
」
と
い
う
。）
で
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
取
組
が
着
実
に
実
施
さ
れ
る

と
、
後
見
制
度
の
利
用
は
大
幅
な
増
加

に
転
じ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
国
は
計
画
の
中
で
、
今
後
の

後
見
の
受
け
皿
と
し
て
市
民
後
見
人
、

法
人
後
見
実
施
団
体
の
育
成
を
強
化
し

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

社
協
は
、
日
自
を
通
じ
て
、
既
に
権

利
擁
護
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
た

め
、
法
人
後
見
を
行
う
に
は
最
も
近
い

位
置
に
あ
る
団
体
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
社
協
に
限
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
社
会
福
祉
法

人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
法
人
後
見
団
体
と

な
れ
ば
、
地
域
に
大
き
な
安
心
が
広

が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

ま
ず
は
地
域
の
多
様
な
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
実
践
を
重
ね
、
法
人
後
見
事

※
１�

「
日
本
に
お
け
る
認
知
症
の
高
齢
者
人
口
の
将
来
推
計
に

関
す
る
研
究
」
平
成
26
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補

助
金
特
別
研
究
事
業　

研
究
代
表
者　

二
宮
利
治
）、
内

閣
府
「
令
和
２
年
度　

障
害
者
白
書
」
を
参
考
に
推
測

※
２�　

２
３
２
，
２
８
７
人
（
令
和
２
年
12
月
末
日
）「
成

年
後
見
関
係
事
件
の
概
況
」
令
２
年
１
月
～
12
月　

最

高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
よ
り

業
を
価
値
あ
る
地
域
資
源
に
し
て
い

く
の
が
現
在
の
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。く

す
玉
を
割
っ
て
華
々
し
く
立
ち
上

げ
な
く
て
も
、
今
あ
る
事
業
、
今
あ
る

相
談
窓
口
、
今
あ
る
体
制
の
延
長
線
上

か
ら
法
人
後
見
事
業
を
始
め
て
み
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
予
算
も
含

め
て
、
全
て
の
条
件
が
整
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、

モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域

の
大
き
な
安
心
と
な
る
よ
う
な
取
組
に

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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〜
秋
田
県
介
護
の
職
場
体
験
事
業
〜

「
介
護
職
っ
て
ス
ッ
ゴ
イ
魅
力
的
！
」

　

自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
得
て
、
地
域
の
復
旧
・
復
興
を

目
的
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
す
が
、
迅
速
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
支
援
組
織
や
民
間
企

業
な
ど
多
く
の
団
体
と
の
連
携
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
１
月
に
全
国
社
会
福
祉
協

議
会
と
公
益
財
団
法
人
日
本
青
年
会
議

所
が「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
各
都
道
府
県
社
会
福

祉
協
議
会
、
各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
と
各
地
区
の
青
年
会
議
所
と
の
間
で

協
定
の
締
結
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
災
害
支
援
活
動
に
も
多

く
の
実
績
が
あ
る
公
益
社
団
法
人
日

本
青
年
会
議
所
の
秋
田
県
組
織
で
あ

る「
東
北
地
区
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
」

（
以
下「
青
年
会
議
所
」と
い
う
。）と
本

会
と
の
間
で「
災
害
時
に
お
け
る
協
力

体
制
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
県
内
で
災
害
が

発
生
し
た
際
に
、
青
年
会
議
所
か
ら
被

災
地
及
び
被
災
者
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
へ
の
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
、
備

品
や
資
機
材
の
提
供
と
い
っ
た
協
力
が

得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
大
規
模
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
発
災
時

に
迅
速
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
だ
け
で

対
応
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
青
年
会

議
所
が
有
す
る
人
的
資
源
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
っ
た
組
織
力
や
機
動
力
を

活
か
し
た
支
援
に
対
す
る
期
待
は
大
き

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
今
後
、
平
時
か
ら
青

年
会
議
所
の
皆
様
と
災
害
支
援
に
関
し

て
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

災
害
発
生
時
の

協
力
体
制
の
強
化
に
向
け
て

日
本
青
年
会
議
所(

秋
田
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会)

と
の
協
定
締
結

　

今
後
も「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社

会
づ
く
り
」と
、「
地
域
共
生
社
会
の
実

現
」を
念
頭
に
、
災
害
時
の
速
や
か
な

支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。　

　

  　

  

（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
９
９

　
　

  　

  

（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
４
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

協
定
に
関
す
る
問
合
せ
先

  

地
域
福
祉
・
生
き
が
い
振
興
部

  　

秋
田
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
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〜
秋
田
県
介
護
の
職
場
体
験
事
業
〜

「
介
護
職
っ
て
ス
ッ
ゴ
イ
魅
力
的
！
」

　

本
会
で
は
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
、

大
学
生
、
一
般
の
方
ま
で
、
介
護
の

仕
事
や
職
場
に
関
心
の
あ
る
方
々
を

対
象
に
、
県
内
の
介
護
施
設
・
事
業

所
で
の
職
場
体
験
の
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

職
場
体
験
を
通
じ
て
、
介
護
の
仕

事
の
面
白
さ
や
や
り
が
い
、
介
護
職

の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
体
験
で
は
、
職
員
が
ど
ん
な

場
所
で
、
ど
ん
な
ふ
う
に
働
い
て
い

る
の
か
を
実
際
に
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
、
職
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

介
護
分
野
の
仕
事
の
流
れ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

受
入
施
設
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム（
特
養
）・
短
期
入
所
生
活
介
護

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）・
通
所
介
護（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）等
を
予
定
し
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
希
望
の
施
設
・
事
業
所

で
の
体
験
が
可
能
と
な
る
よ
う
調
整
・

紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
が
保
険
料
を
負
担
し

て
事
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ

の
手
続
き
も
本
会
が
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
体

験
希
望
者
に
対
し
、
二
週
間
前
か
ら

の
体
調
管
理
や
マ
ス
ク
の
着
用
、
手

洗
い
等
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

受
入
施
設
・
事
業
所
に
よ
っ
て
は

感
染
防
止
の
た
め
独
自
に
受
入
基
準

を
定
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
本
会
で
事
前
に
確
認
し
、
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
介
護
職
の
魅
力
を
体
感
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
み
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
　

  　

  

（
０
１
８
）
８
６
４
‐
３
１
６
１

　
　

  　

  

（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
８
７
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

問
合
せ
先

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部

　　
　【
令
和
３
年
12
月
24
日
か
ら

４
年
２
月
28
日
ま
で
】

 

◎
ご
寄
附
◎

　

 

●
北
都
銀
行
職
員
組
合　

様

２
２
，
０
０
０
円

　

 

●
協
和
石
油
株
式
会
社　

様

１
０
０
，
０
０
０
円

　

 

●
匿
名　

様

１
０
，
０
０
０
円

　
 

●�

由
利
本
荘
市
西
部
地
区
民
生
児
童

委
員
協
議
会　

様
１
９
，
０
０
０
円

 

◎
物
品
預
託
等
◎　
　
　
　
　
　

　

 

●
株
式
会
社
ツ
ル
ハ　

様

　

 　
《
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
６
０
０
ケ
ー
ス
》

⇦　
　
　

    

　

 　

�

県
内
の
福
祉
施
設
・
市
町
村
社
協

１
５
０
ヶ
所
及
び
県
社
協
へ

協和石油株式会社　様

皆

様

の

善

意

　
　

  　

  

（
０
１
８
）
８
６
４
‐
２
７
１
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

問
合
せ
先

  

総
務
企
画
部

　

県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体
様

か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　

 

●�

公
益
社
団
法
人
生
命
保
険
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
秋
田

県
協
会　

様

　

 　
《
指
定
寄
附
２
０
，
０
０
０
円
》

⇦　
　
　

    

　

 　

秋
田
赤
十
字
乳
児
院
へ

 

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

 

●�

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店　

お
客
様
御
一
同　

様１
０
，
３
２
８
円

　

 

●�

匿
名　

様

１
０
，
０
０
０
円

　

 

●
匿
名　

様

３
０
，
０
０
０
円

　

 

●�

秋
田
市
中
通
地
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会　

様

１
０
，
０
０
０
円

　

 

●�

秋
田
市
土
崎
地
区
民
生
児
童
委
員
協

議
会　

様

１
０
，
０
０
０
円
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白
沢
通
園
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
57
年
、

大
館
市
が「
大
館
市
白
沢
通
園
セ
ン

タ
ー
」と
し
て
開
設
し
、
大
館
圏
域
ふ

く
し
会
が
そ
の
運
営
を
受
託
し
て
い
ま

し
た
。

　

平
成
11
年
に
経
営
主
体
が
大
館
圏
域

ふ
く
し
会
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、「
白

沢
通
園
セ
ン
タ
ー
」に
名
称
を
変
更
し
、

今
年
で
開
設
40
周
年
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
と
し
て
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
、

就
労
移
行
支
援
事
業
を
実
施
し
様
々
な

生
産
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

就
労
事
業
は
、
次
の
４
科
体
制
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

●�　

木
工
組
立
科（
ま
げ
わ
っ
ぱ
の
加

工
受
託
作
成
、
医
療
器
具
の
部
品
再

生
事
業
等
）

●�　

食
品
製
造
科（
豆
腐
・
こ
ん
に
ゃ

く
の
製
造
販
売
等
）

●�　

飼
育
加
工
科（
比
内
地
鶏
の
飼
育

販
売
・
き
り
た
ん
ぽ
セ
ッ
ト
の
全
国

発
送
等
）

●�　

レ
ス
ト
ラ
ン
清
掃
科（
レ
ス
ト
ラ

ン
の
運
営
、
高
齢
者
施
設
へ
の
給
食

提
供
、
ビ
ル
清
掃
事
業
等
）

　

日
々
、
利
用
者
・
職
員
一
同
笑
顔
と

助
け
合
い
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
張
り

切
っ
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
平
成
25
年
に
は
、
ニ
プ

ロ
ハ
チ
公
ド
ー
ム
で
毎
年
10
月
に
開
催

さ
れ
て
い
る「
本
場
大
館
き
り
た
ん
ぽ

祭
り
」へ
初
出
店
し
ま
し
た
。

　

こ
の
お
祭
り
は
、
き
り
た
ん
ぽ
の
本

場
で
あ
る
大
館
市
に
、
３
日
間
で
10
万

人
以
上
の
お
客
さ
ん
が
来
場
さ
れ
る

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

目
玉
と
な
る
の
は
、
実
際
に
食
事
を

35

白
沢
通
園
セ
ン
タ
ー

施
設
長　

庄
司　

馨

地
元
・
大
館
に
根
差
し
て

し
た
お
客
様
か
ら
、
き
り
た
ん
ぽ
鍋
を

提
供
し
て
い
る
業
者
が
選
ば
れ
る「
本

場
大
館
き
り
た
ん
ぽ
グ
ラ
ン
プ
リ
」で

す
。

　

そ
こ
で
当
施
設
が
運
営
す
る「
レ
ス
ト

ラ
ン
い
ず
み
」が
２
０
１
８
・
２
０
１
９

と
２
年
連
続
で
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
今
ま
で
き
り
た
ん
ぽ
事

業
に
携
わ
っ
て
き
た
利
用
者
・
職
員
の

頑
張
り
が
報
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と

感
激
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
２
年

連
続
で
祭
り
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
大
館
市
に
あ
る
施
設

と
し
て
、
地
元
の
特
色
を
大
事
に
し
な

が
ら
施
設
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

会員を募集しています
　本会は、地域の住民や関係者の協力のもとに、誰もが、それぞれの地域で、その人らしく、
安心して暮らし続けることができる地域づくり（＝地域福祉）を進めることを目的として、様々
な活動を展開しています。
　県内の市町村社会福祉協議会、社会福祉施設等の一般会員のほか、本会の目的に賛同する方々
に賛助会員となっていただき、その会費を地域福祉推進のための財源としています。
　本会の趣旨にご賛同いただき、ぜひご入会くださるよう、お願い申し上げます。　

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
【新設】特定感染症
重点プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染症重点プラン」への加入をおすすめします。
例えば、被災地での災害ボランティア活動や当初予定していなかったボランティア活動への参加にあたり、新型コロナ
ウイルス感染症をはじめとした特定感染症への備えとして、特定感染症重点プランに加入いただきますと、より安心して
ボランティア活動に参加いただけます。

ふくしの保険 検 索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラ

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

https://www.fukushihoken.co.jp令和４年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

写真左側が筆者

問合せ先 総務企画部　TEL：（018）864-2711　FAX：（018）864-2702
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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
【新設】特定感染症
重点プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊4月1日付で前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でボランティア活動保険に加入する場合には「特定感染症重点プラン」への加入をおすすめします。
例えば、被災地での災害ボランティア活動や当初予定していなかったボランティア活動への参加にあたり、新型コロナ
ウイルス感染症をはじめとした特定感染症への備えとして、特定感染症重点プランに加入いただきますと、より安心して
ボランティア活動に参加いただけます。

ふくしの保険 検 索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラ

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

https://www.fukushihoken.co.jp令和４年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

〈SJ21-10723より抜粋して作成〉

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。
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賛助会員の皆様をご紹介します

あたたかいご支援
ありがとうございます

2022年3月号　令和4年3月10日
　発　行／秋田県社会福祉協議会　秋田県秋田市旭北栄町1番5号  TEL／（018）864-2711　FAX／（018）864-2702

アールワイ保険サービス株式会社
秋田印刷製本株式会社
秋田キャッスルホテル
秋田協同印刷株式会社
株式会社秋田銀行
秋田県火災共済協同組合
秋田県ヤクルト連合会
秋田ステーションビル株式会社
秋田ゼロックス株式会社
秋田電気通信株式会社
秋田電通協会
株式会社アキタネット
有限会社秋田ランチサービス
アフラック生命保険株式会社
有限会社池田看板
株式会社イチネン
株式会社エクシング
ANAクラウンプラザホテル秋田
株式会社桜竹
株式会社男鹿水族館
ＣＡＲＰ
有限会社金圓
株式会社かんきょう

株式会社近畿日本ツーリスト
東北秋田支店
互大設備工業株式会社
サントリービバレッジソリューション
株式会社秋田第一支店
株式会社三戸印刷所
株式会社ジェー・シー・アイ秋田支店
株式会社東海林印刷
新日本法規出版株式会社仙台支社
一般社団法人生命保険協会秋田県協会
大日商事株式会社
太平ビルサービス株式会社秋田支店
太陽印刷株式会社
中央法規出版株式会社仙台営業所
株式会社塚田美術印刷
東洋羽毛北部販売株式会社
株式会社とみや秋田営業所
株式会社那波伊四郎商店
富国生命保険相互会社秋田支社
株式会社フロム・エー
株式会社北都銀行
株式会社マルシン
名鉄観光サービス株式会社秋田支店
リコージャパン株式会社秋田支社
令和４年３月１日現在（50 音順・敬称略）

地域福祉を推進するための様々な事業を展開するために、今年度も多くの
賛助会員の皆様にご協力いただきました。この場をお借りして

お礼申し上げますとともに、今後も一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。
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